
「孤独・孤立を防ぎ、不安に寄り添い、つながるための緊急フォーラム」

“集める”から“集まる”へ
つながりを切らない！感染予防と工夫で、家族、友人、
近所が気にかけ合い声をかけ合う地域に。見守りや

身体活動等を専門職も一緒になって広げよう！

２０２１．２．２５

特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）

「つながりを切らない」情報・交流ネットワーク（T-net）
池 田 昌 弘



「集める（集められる）“通いの場”」は、

その多くが「自粛」となってしまった！

「閉じこもったままでは、心身が衰えてしまう」

「つながりが切れてしまったら、孤立してしまう」な
ど、
「このままでいいのか」と感じた人たちが、
感染予防や工夫をしながら、動き出した・・・



「（自主的に）集まる
“通いの場”」が、各地
で広がっている！

「つながりを切らない」
情報・交流ネットワーク」
では、そうした各地の実
践を「つながる通信」で
紹介



（2020.5）生活支援体制整備事業の

第２層協議体メンバーに

アンケートを実施

（「つながる通信」を封入）

（市内１４ヶ所） ２１９人

回答者１７０人 回答率７７．６％

③ 政府が「新しい生活様式」を提唱し、人とのつなが

りが希薄になる傾向がありますが、人とのつながり

を切らさない・孤立させない地域を育むことが必要

と考えます。

「つながる通信」をご覧になって、ご意見・ご感想、

またはご自身や知人等の事例がありましたらご記

入ください。

　あてはまる項目に□チェック、ご記入をお願いします。

□友人と会えなくなった

□外出する機会がなくなった

□体を動かす機会がなくなった

□ストレスを感じることが多くなった

□その他

　　上記の回答について、具体例やご意見など、ありましたらご記入ください。

②感染拡大防止により、地域の中で困ったことや不便に感じたことがありましたらご記入下さい。

③政府が「新しい生活様式」を提唱し、人とのつながりが希薄になる傾向にありますが、人との

　 つながりを切らない・孤立させない地域を育むことが必要と考えます。「つながる通信」をご覧

 　になってご意見・ご感想、または、ご自身や知人等の事例がありましたら、ご記入下さい。

④その他、生活支援体制整備事業につきまして、事務局へご意見、ご要望等ありましたら、ご自

　 由にご記入をお願いします。

氏 名
　ご協力ありがとうございました。

太田市生活支援体制整備事業　
現状調査アンケート

①新型コロナウィルス感染拡大防止に際し、「人や地域とのつながり」に関して、影響はありましたか。

九合いきいき支援隊
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たとえば、
群馬県太田市では・・・

（資料提供：社会福祉法人太田市社会福祉協議会）



◇ アンケート結果
・地域の行事が全て休止になり、普段忙しくしていた有志が集まり、町内の神社の改修作

業を始めた。（区長）

・お茶の間カフェが休止になり、気にかかる人へ電話をかけたり、訪問をしたりした。

（カフェサポーター）

・グランドゴルフは続いてます。（民生委員）

・マスクを作って友達に送ったり、作り方を教えたりした。（交通指導員）

・毎朝６時半からのラジオ体操は、マスク着用、２ｍの間隔をあけ休まず続けています。

（更生保護女性会会員）

・友人とは数名でEメールで近況のやり取りをし、楽しく刺激し合っている。（区長）

・マスクを作成して、ご近所の方やごみ収集の方に差し上げている。

（更生保護女性会会員）

・２～３人であれば、マスクを着用して、ご近所の方と井戸端会議をしています。

（更生保護女性会会員）

・野菜がたくさん収穫できた時は、近所の仲間に届けたり、連絡をして撮りに来てもらって

います。（民生委員）

など… （資料提供：社会福祉法人太田市社会福祉協議会）
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◇太田市版「つながる通信」で活動を取材・紹介
（2020.6~これまでに30号発行）ホームページ掲載、区長会を通じて回覧

◇ 藪塚地区　村山誠子さん

◇色々なつながり方で人とつながる村山さん

ＬＩＮＥビデオで通話する村山さんと娘の伸子さん 絵はがきと娘さんお手製のマスク

　様々なボランティア活動を精力的に行っている村山誠子さん（84才）。
　コロナの影響で今までたくさんあった予定がすべてなくなってしまったそうです。
そこで、何かできることはないかと考え、傾聴ボランティアで訪問していた施設や
個人の方、叔父さんへ絵はがきを書いて送ることや手作りマスクで○○さんや姪っ子さん、
お茶の間カフェのサポーターさんとやりとりをすることでつながりを切らないように
されていました。

　また、今までも名古屋に住む伸子さんとは、ＬＩＮＥでやりとりをしていたそう
ですが、コロナをきっかけにビデオ通話をするようになり、今では朝ご飯と夕ご飯を
ビデオ通話をしながらいただくのが、村山さんの楽しみになっています。
「伸子とは距離は遠いけど、心は近くにいるわ」とお話していました。

　スマートフォンを使いこなす村山さん、お孫さんの近況や日本語を教えて
いた生徒さんとinstagramやfacebookなどを使ってやりとりをしています。

◇『つながる通信』は太田市社会福祉協議会の
ホームページに掲載しております

　お問合せ
・ 様々な手段で人とのつながりを保つ 　太田市社会福祉協議会　地域福祉係
・ 人と接することや趣味でフレイル予防 　〒373-0817 群馬県太田市飯塚町１５４９ 

　電話 0276-30-0033　FAX 0276-30-0032

取材先

チェ ッ クポイ ント

地域のお宝発見～日頃の交流が支え合い活動～

太田市生活支援体制整備事業

太田市社会福祉協議会 Vol.２

新型コロナウイルス感染拡大における地域のつながり方の課題

現在コロナの影響下で、地域でもつながりの強い人と弱い人が分かれています。また、元々人とつながりたくない
人など様々であります。つながりの強い人は買い物や通院等に困っていても、誰かの支えがあるため問題なく生活
を送ることが出来ます。また、つながりの弱い人は高齢者に限らず、若者にも人とつながり合わない人もいるので
そこに焦点を当ててサポートすることが重要です。つながりたがらない人については状況を把握し、緩やかな見守
りで気にかける意識が大切です。支援員や民生委員のような個人に対しての対応レベルでは視線が足りず、地域全
体で見守ることが必要で、それが孤独死の防止にもつながります。

　　　　　　　　　　　　　

新しい生活様式を心掛けましょう

① 身体的距離の確保
・ 人との距離は出来るだけ２ｍ空けましょう

② マスクの着用
・ 外出時、屋内に居るときや会話をするときは症状がなくてもマスク着用しましょう
③ 手洗い
・ 家に帰ったらまず手や顔を水と石けんで丁寧に洗いましょう（手指消毒薬の使用も可）

④ 買い物
・ 買い物は少人数で空いた時間に行きましょう ・ レジに並ぶときは前後にスペースを空けましょう
⑤ 公共交通機関の利用
・ 交通機関は混んでいる時間帯は避けましょう ・ 徒歩や自転車利用も併用しましょう

⑥ 食事
・ 食事は持帰りや出前、デリバリーも使いましょう ・ 大皿は避けて料理は個々に取りましょう
⑦ 働き方のスタイル
・ 仕事はテレワークやオンラインで会議を行いましょう ・ 対面での打合せは換気とマスクを着用しましょう

発行日

2020年6月19日
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（資料提供：社会福祉法人太田市社会福祉協議会）



用事役
用事役

家族 家族

友達 友達

ご近所さん
ご近所さん

オンライン

マスク作り

絵葉書

ビデオ通話

運動脳トレ ガーデニング

趣味を充実させてフレイル予防！

コロナ禍で役や用事が減り、空いてしまった時間を
工夫して過ごすことで、人とのつながりが深まった！

コロナ前 コロナ禍

（資料提供：
社会福祉法人太田市
社会福祉協議会）



区長が作成したチラシ

お散歩のコース

お茶の間カフェは休止 お散歩会を開始

（資料提供：社会福祉法人太田市社会福祉協議会）



西矢島町

コロナ禍で地域活動、仕事がストップ

町内の八坂神社・赤城神社を竹馬の友で改修！

（撮影の際、顔が見えるようマスクを外しました！） （資料提供：社会福祉法人太田市社会福祉協議会）



コロナ前

参加者

サポーター

地域の役員 集める

事業や行事を運営する
ために人を集める

お茶の間カフェ

地域の行事

受け身・交流の場・責任

参加者

サポーター

地域の役員集まる

自発的・個人・自己判断

それぞれの人の意思で集まる
集まりたい！やりたい！

吉沢町二区 お散歩会

西矢島町 竹馬の友

コロナ禍

お茶の間カフェ、

地域の行事が全て
休止！

（資料提供：社会福祉法人太田市社会福祉協議会）
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